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   総合教育会議の運営について 

 

 総合教育会議は、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第１条の４の規定により、全ての

地方公共団体において設置されるもの。 

  

 

【地方教育行政の組織及び運営に関する法律（抜粋）】 

 

 

◎会議設置の趣旨 

【平成２６年７月１７日 文科省通知（抜粋） 

地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部を改正する法律について（通知）】 

  総合教育会議を設置することにより、教育に関する予算の編成・執行や条例提案など重要な

権限を有している地方公共団体の長と教育委員会が十分な意思疎通を図り、地域の教育の課題

やあるべき姿を共有して、より一層民意を反映した教育行政の推進を図る。 

 

◎会議の運営 

  別添、防府市総合教育会議設置要綱（平成２７年４月２８日制定）を参照。 

 

 

（総合教育会議） 

第１条の４ 地方公共団体の長は、大綱の策定に関する協議及び次に掲げる事項についての

協議並びにこれらに関する次項各号に掲げる構成員の事務の調整を行うため、総合教育会

議を設けるものとする。 

 一 教育を行うための諸条件の整備その他の地域の実情に応じた教育、学術及び文化の振

興を図るため重点的に講ずべき施策 

 二 児童、生徒等の生命又は身体に現に被害が生じ、又はまさに被害が生ずるおそれがあ

ると見込まれる場合等の緊急の場合に講ずべき措置 

２ 総合教育会議は、次に掲げる者をもって構成する。 

 一 地方公共団体の長 

 二 教育委員会 

３ 総合教育会議は、地方公共団体の長が招集する。 

４ 教育委員会は、その権限に属する事務に関して協議する必要があると思料するときは、

地方公共団体の長に対し、協議すべき具体的事項を示して、総合教育会議の招集を求める

ことができる。 

５ 総合教育会議は、第１項の協議を行うに当たって必要があると認めるときは、関係者又

は学識経験を有する者から、当該協議すべき事項に関して意見を聴くことができる。 

６ 総合教育会議は、公開する。ただし、個人の秘密を保つため必要があると認めるとき、

又は会議の公正が害されるおそれがあると認めるときその他公益上必要があると認める

ときは、この限りでない。 

７ 地方公共団体の長は、総合教育会議の終了後、遅滞なく、総合教育会議の定めるところ

により、その議事録を作成し、これを公表するよう努めなければならない。 

８ 総合教育会議においてその構成員の事務の調整が行われた事項については、当該構成員

は、その調整の結果を尊重しなければならない。 

９ 前各項に定めるもののほか、総合教育会議の運営に関し必要な事項は、総合教育会議が

定める。 

 

資料１ 
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防府市総合教育会議設置要綱 

平成２７年４月２８日制定 

（目的） 

第１条 地方教育行政の組織及び運営に関する法律（昭和３１年法律第１６２号。以

下｢法｣という。）第１条の４第１項の規定に基づき、防府市の教育に資するため、

防府市総合教育会議（以下｢会議｣という。）を設置する。 

（所掌事項） 

第２条 会議の所掌事項は、法第１条の４第１項各号に規定するところによる。 

（構成） 

第３条 会議は、市長、教育長及び教育委員をもって構成する。 

（会議） 

第４条 会議は、市長が招集し、議長となる。 

２ 教育委員会は、その権限に属する事務について協議する必要があると思料すると

きは、市長に対して協議すべき具体的事項を示し会議の招集を求めることができる。 

３ 会議において構成員の事務の調整が行われた事項については、当該構成員は、そ

の調整の結果を尊重しなければならない。 

（意見聴取） 

第５条 会議は、協議を行うに当たって必要があると認めるときは、関係者又は学識

経験を有する者の出席を求め、当該協議すべき事項に関して意見を聴くことができ

る。 

（会議の公開） 

第６条 会議は公開するものとする。ただし、個人の秘密を保つため必要があると認

めるとき、又は会議の公正が害されるおそれがあると認めるときその他公益上必要

があると認めるときは、この限りではない。 

（議事録） 
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第７条 市長は、会議終了後、遅滞なくその議事録を作成しこれを公表するものとす

る。 

（事務局） 

第８条 会議の事務局を教育委員会教育部教育総務課に置く。 

（補足） 

第９条 この要綱に定めるもののほか、会議の運営に関し必要な事項は市長が会議に

諮って定める。 

 

附 則 

 この要綱は、平成２７年４月２８日から施行する。 
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   防府市教育大綱の策定について 

 

＜経緯＞ 

 防府市教育大綱については、平成２７年４月２８日開催の平成２７年度第１回防府市総合教育

会議において、「防府市教育振興基本計画」及び「防府市スポーツ推進計画」（共に計画期間：平

成２６年～平成３２年度）をもって大綱に代えることとし現在に至る。 

 

＜参考＞ 

【地方教育行政の組織及び運営に関する法律（抜粋）】平成２７年４月１日施行 

 

 

 

【平成２６年７月１７日 文科省通知（抜粋） 

地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部を改正する法律について（通知）】 

 

◎大綱の定義 

 ① 大綱は、地方公共団体の教育、学術及び文化の振興に関する総合的な施策について、その

目標や施策の根本となる方針を定めるものであり、詳細な施策について策定することを求め

ているものではないこと。 

 ② 大綱は、教育基本法に基づき策定される国の教育振興基本計画における基本的な方針を参

酌して定めることとされている。「参酌」とは参考にするという意味であり、教育の課題が

地域によって様々であることを踏まえ、地方公共団体の長は、地域の実情に応じて大綱を策

定するものであること。 

 ③ 大綱が対象とする期間については、法律で定められていないが、地方公共団体の長の任期

が４年であることや、国の教育振興基本計画の対象期間が５年であることに鑑み、４～５年

程度を想定しているものであること。 

 

 

 

 

 

（大綱の策定等） 

第１条の３ 地方公共団体の長は、教育基本法第１７条第１項に規定する基本的な方針を参酌

し、その地域の実情に応じ、当該地方公共団体の教育、学術及び文化の振興に関する総合的な

施策の大綱（以下単に「大綱」という。）を定めるものとする。 

２ 地方公共団体の長は、大綱を定め、又はこれを変更しようとするときは、あらかじめ、次条

第１項の総合教育会議において協議するものとする。 

３ 地方公共団体の長は、大綱を定め、又は変更したときは、遅滞なく、これを公表しなければ

ならない。 

４ 第１項の規定は、地方公共団体の長に対し、第２１条に規定する事務を管理し、又は執行す

る権限を与えるものと解釈してはならない。 

資料２ 
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◎大綱の記載事項 

 ① 大綱の主たる記載事項は、各地方公共団体の判断に委ねられているものであるが、主とし

て、学校の耐震化、学校の統廃合、少人数教育の推進、総合的な放課後対策、幼稚園・保育

所・認定子ども園を通じた幼児教育・保育の充実等、予算や条例等の地方公共団体の長の有

する権限に係る事項についての目標や根本となる方針が考えられること。 

 ② 大綱は、教育行政における地域住民の意向をより一層反映させる等の観点から、地方公共

団体の長と教育委員会が、十分に協議・調整を尽くすことが肝要であること。 

 ③ 地方公共団体の長が、教育委員会と協議・調整がついた事項を大綱に記載した場合には、

法第１条の４第８項により、地方公共団体の長及び教育委員会の双方に尊重義務がかかるも

のであること。なお、会議で調整した方針に基づいて事務執行を行ったが、結果として大綱

に定めた目標を達成できなかった場合については、尊重義務違反には該当しないこと。 

 ④ 地方公共団体の長が、教育委員会と調整のついていない事項を大綱に記載したとしても、

教育委員会は当該事項を尊重する義務を負うものではないこと。なお、法第２１条に定めら

れた教育に関する事務の執行権限は、引き続き教育委員会が有しているものであることから、

調整のついていない事項の執行については、教育委員会が判断するものであること。 

 

◎地方教育振興基本計画その他の計画との関係 

 ① 地方公共団体において、教育振興基本法第１７条第２項に規定する教育振興基本計画その

他の計画を定めている場合には、その中の目標や施策の根本となる方針の部分が大綱に該当

すると位置付けることができると考えられることから、地方公共団体の長が、総合教育会議

において教育委員会と協議・調整し、当該計画をもって大綱に代えることと判断した場合に

は、別途、大綱を策定する必要はないこと。 

 


